平成 (へいせい)２９年度 (ねんど)第 (だい)１１回 (かい)障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト (ぷろじぇくと)　会議録 (かいぎろく)

日時 (にちじ)：平成 (へいせい)３０年 (ねん)２月 (がつ)２７日 (にち)（火）１３：３０～１５：３０
場所 (ばしょ)：三重県 (みえけん)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)福祉 (ふくし)センター (せんたー)大研修室 (だいけんしゅうしつ)
参加者 (さんかしゃ)：プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)１０名 (めい)、事務局 (じむきょく)２名 (めい)、見学 (けんがく)１名 (　　めい)

１．会議 (かいぎ)の内容 (ないよう)
　（１）思 (おも)いの共有 (きょうゆう)
　　　当事者 (とうじしゃ)プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)それぞれの「私 (わたし)の思い (おもい)」をメンバー (めんばー)の皆 (みんな)で共有 (きょうゆう)しました。

（２）当事者 (とうじしゃ)プロジェクト (ぷろじぇくと)の地域 (ちいき)開催 (かいさい)について
　　　３月 (がつ)８日 (にち)（木 (もく)）１４時 (じ)から、聖 (せい)マッテヤ (まってや)心 (しん)豊 (ぽう)苑 (えん)で地域 (ちいき)開催 (かいさい)を行 (おこな)います。参加者 (さんかしゃ)を決 (き)め、内容 (ないよう)の確認 (かくにん)をしました。

（３）市町 (しまち)担当 (たんとう)職員 (しょくいん)研修 (けんしゅう)と事業所 (じぎょうしょ)職員 (しょくいん)研修 (けんしゅう)について
　　　来年度 (らいねんど)の市町 (しまち)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)担当 (たんとう)職員 (しょくいん)等 (とう)基礎 (きそ)研修会 (けんしゅうかい)が、4月 (がつ)10日 (にち)（火 (か)）に変更 (へんこう)になりました。開催 (かいさい)日 (び)を確認 (かくにん)後 (ご)、研修会 (けんしゅうかい)の内容 (ないよう)について話 (はな)し合 (あ)いました。

	（１）思 (おも)いの共有 (きょうゆう)

	・友だち (とも)と会話 (かいわ)して、思い (おもい)を共感 (きょうかん)しあえたことがうれしかった。
・ゆっくり休 (やす)んで、体 (からだ)が自由 (じゆう)に動いたり (うご)、ささいなことに幸せ (しあわせ)を感じられた (かん)。
・谷川 (たにかわ)俊太郎 (しゅんたろう)さんの息子 (むすこ)さんと話 (はなし)をした。
・仕事 (しごと)でミス (みす)が多く (おお)なってしまう。
・１０キロマラソン (きろまらそん)を完走 (かんそう)した。
・行政 (ぎょうせい)の窓口 (まどぐち)で不快 (ふかい)な思い (おも)をすることが多い (おお)。基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)で私たち (わたしたち)が伝えた (つたえた)思い (おもい)を、職場 (しょくば)で共有 (きょうゆう)してほしいと思う (おも)。
・足 (あし)が痛い (いた)が、気分 (きぶん)転換 (てんかん)をしに今回 (こんかい)のプロジェクト (ぷろじぇくと)に来た (き)。
・マラウイ (まらうい)の人 (ひと)からメール (めーる)がきた。
・あすなろう鉄道 (てつどう)に乗 (の)った。鉄道 (てつどう)が風情 (ふぜい)を感じ (かん)られてよかった。
・暖かく (あたた)なってきて、しもやけが治っ (なお)てきてよかった。
・オリンピック (おりんぴっく)で、日本 (にほん)が金 (きん)メダル (めだる)をとれてよかった。
・インフルエンザ (いんふるえんざ)にかかってしまい、休み明け (やす　　あ)がしんどかった。
・障 (しょう)がい者 (しゃ)差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)条例 (じょうれい)の素案 (そあん)ができた。自分 (じぶん)たちが声 (こえ)を上 (あ)げる必要 (ひつよう)があると思 (おも)う。「合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)をした事業所 (じぎょうしょ)を表彰 (ひょうしょう)する」という項目があり、障 (しょう)がい者 (しゃ)が同じ (おな)スタートライン (すたーとらいん)に立つ (た)ための権利 (けんり)なのに、表彰 (ひょうしょう)するのはおかしいのではないか。
・当たり前 (あ　　　まえ)の権利 (けんり)なのにと思うし、表彰 (ひょうしょう)する対象者 (たいしょうしゃ)が事業所 (じぎょうしょ)のみという部分にも違和感 (いわかん)がある。
・鉄道 (てつどう)を利用 (りよう)したとき、職員間 (しょくいんかん)のやりとりの中 (なか)で「車 (くるま)いす 名古屋 (なごや)」という言葉 (ことば)が使われて (つか)いた。自分 (じぶん)自身 (じしん)は車 (くるま)いすではないのに、おかしいと思う。



	（２）当事者 (とうじしゃ)プロジェクト (ぷろじぇくと)の地域 (ちいき)開催 (かいさい)について

	・今年度 (こんねんど)３回目 (かいめ)の地域 (ちいき)開催 (かいさい)について、３月 (がつ)８日 (にち)（木 (もく)）１４時 (じ)から、聖 (せい)マッテヤ (まってや)心 (しん)豊 (ぽう)苑 (えん)で行 (おこな)います。
・当日 (とうじつ)参加 (さんか)するメンバーを決 (き)めました。
・内容 (ないよう)は、「自分 (じぶん)を伝える (つた)」をテーマ (てーま)に、それぞれの思い (おも)を自由 (じゆう)に話しあいます (はな)。



	（３）市町 (しまち)担当 (たんとう)職員 (しょくいん)研修 (けんしゅう)と事業所 (じぎょうしょ)職員 (しょくいん)研修 (けんしゅう)について

	・来年度 (らいねんど)の基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)について、市町 (しまち)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)担当 (たんとう)職員 (しょくいん)等 (とう)基礎 (きそ)研修会 (けんしゅうかい)の日程 (にってい)が変更 (へんこう)になりました。
　 市町 (しまち)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)担当 (たんとう)職員 (しょくいん)等 (とう)基礎 (きそ)研修会 (けんしゅうかい)→4月 (がつ)10日 (にち)（火 (か)）
　　障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス (さーびす)事業所 (じぎょうしょ)職員 (しょくいん)等 (とう)基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)会 (かい)→6月 (がつ)2日 (にち)(土 (ど))
・障 (しょう)がいのあるなしに関係 (かんけい)なく暮らしやすく (く)なるために、「健 (けん)常者 (じょうしゃ)から見た (み)障 (しょう)がい者 (しゃ)」、「健 (けん)常者 (じょうしゃ)と歩み寄る (あゆ　　　よ)ために考えていること」などについて、自分 (じぶん)たちの思い (おも)を共有 (きょうゆう)しました。
・障 (しょう)がい者 (しゃ)、健 (けん)常者 (じょうしゃ)である前 (まえ)に相手 (あいて)を「人 (ひと)」として見て (み)いる。
・自分 (じぶん)は、相手 (あいて)に障 (しょう)がいをオープン (おーぷん)にしている。
・健 (けん)常者 (じょうしゃ)から見たら (み)、障 (しょう)がい者 (しゃ)は近寄りがたい (ちかよ)という声 (こえ)をきいたことがある。
・メディア (めでぃあ)（テレビ (てれび)や映画 (えいが)など）の見せ方 (み　　　かた)が、障 (しょう)がい者 (しゃ)は「努力 (どりょく)をすれば、がんばれば自分 (じぶん)でできる」「すごい人 (ひと)」「がんばっている人 (ひと)」に見える (みえる)ので、そう思われて (おも)いる。
・障 (しょう)がい者 (しゃ)は家 (いえ)に引きこもりがち (ひ)な印象 (いんしょう)だと思う (おも)。
・「がんばってるね」「すごいね」という目でみられることを否定 (ひてい)せず、認めた (みと)うえで歩み (あゆ)よりたいと思って (おも)いる。
・お互い (　　たが)対話 (たいわ)をしながら、良く (よ)していきたい。
・地域 (ちいき)開催 (かいさい)で出し合った (だ　　　あ)思い (おも)を、今回 (こんかい)の基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)で報告 (ほうこく)したい。
・研修 (けんしゅう)では、プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)と受講者 (じゅこうしゃ)が、ぶっちゃけて本音 (ほんね)を出し合う (だ　　　あ)のはどうか。
・障 (しょう)がい者 (しゃ)の中 (なか)でも障 (しょう)がいの種類 (しゅるい)が異なり (こと)、それぞれ考え方 (かんが　かた)や論点 (ろんてん)がちがう。
・「バリアフリー (ばりあふりー)」という言葉 (ことば)があるが、バリア (ばりあ)はなくならないと思う (おも)。お互い (　　たが)を尊重 (そんちょう)することが大切 (たいせつ)なのではないか。
・障 (しょう)がいによる見た目 (み　め)はあまり気 (き)にしていない。対話 (たいわ)すればだいたい分かる (わ)と思う (おも)。
・義務 (ぎむ)教育 (きょういく)の中 (なか)に障 (しょう)がいのことを入れる (いれる)必要 (ひつよう)があると思う (おも)。
・病院 (びょういん)の職員 (しょくいん)が、私 (わたくし)でなくヘルパー (へるぱー)に対して (たい)話 (はなし)をする。車 (くるま)いすに乗って (の)いる人 (ひと)に話して (はな)も分からない (わ)と思われて (おも)いる。
・障 (しょう)がい者 (しゃ)が報道 (ほうどう)で取り上げられて (と　　　あ)きているのに、周り (まわ)の人 (ひと)の接し (せっ)　方 (かた)は変わらない (か)。
・障 (しょう)がい者 (しゃ)（目 (め)に見える (み)障 (しょう)がいの場合 (ばあい)）は、「できない」と思わ (おも)れている。
・障 (しょう)がい者 (しゃ)と対等 (たいとう)に関わる (かか)必要性 (ひつようせい)を頭 (あたま)では知って (し)いるが、かわいそうと思って (おも)しまう。学校 (がっこう)などで対等 (たいとう)に関わる (かか)ことだけを学んで (まな)いるからこそ、障 (しょう)がい者 (しゃ)に近寄りがたく (ちかよ)なるのではないか。
・「かわいそう」「同情 (どうじょう)」から始まった (はじ)としても、まずは関わる (かか)ことが大切 (たいせつ)なのではないか。
・障 (しょう)がい者 (しゃ)に対する (たい)見方 (みかた)は様々 (さまざま)で、両 (りょう)極端 (きょくたん)にあると思う (おも)。
・療育 (りょういく)手帳 (てちょう)を障害者 (しょうがいしゃ)手帳 (てちょう)とみなしてもらえなかった話 (はなし)をＳＮＳ (えすえぬえす)で見た (み)が、賛否 (さんぴ)両論 (りょうろん)だった。交通 (こうつう)機関 (きかん)の利用 (りよう)やコンサート (こんさーと)鑑賞 (かんしょう)などの手続き (てつづ)を、障 (しょう)がい者 (しゃ)は事前 (じぜん)に確認 (かくにん)することが当たり前 (あ　　　まえ)だと思われて (おも)いる。



３．これからの内容 (ないよう)について
　（１）これからのプロジェクト (ぷろじぇくと)の予定 (よてい)
　　　・３月 (がつ)１２日 (にち)（月 (げつ)）午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)
　　　・４月 (がつ)１７日 (にち)（火 (か)）午後 (ごご)１時 (　じ)３０分 (　ふん)
　　　・５月１５日（火）午後 (ごご)１時 (　じ)３０分 (　ふん)


○平成２９年度第 (だい)１２回 (かい)プロジェクト (ぷろじぇくと)
・次回 (じかい)（第 (だい)１２回 (かい)）のプロジェクト (ぷろじぇくと)は、平成 (へいせい)３０年 (ねん)３月 (がつ)１２日 (にち)（月 (げつ)）午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)からです。
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